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本土復帰

沖
縄
県
内
に
お
い
て
バ
ス
、タ

ク
シ
ー
及
び
平
成
15
年
に
開
業

し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、通
勤
・
通

学
・
通
院
等
県
民
の
日
常
生
活

を
支
え
る
と
と
も
に
、観
光
客

の
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、利
用
者
数
は
平
成

15
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で

は
、モ
ノ
レ
ー
ル
は
緩
や
か
に
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、バ
ス
は
横
ば

い
、タ
ク
シ
ー
は
緩
や
か
に
減
少

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、令
和
２

年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、バ
ス
、タ
ク

シ
ー
、モ
ノ
レ
ー
ル
の
い
ず
れ
も
利

用
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束

後
を
見
据
え
た
利
用
客
の
回

復
に
向
け
て
、更
な
る
利
便
性

の
向
上
に
努
め
る
な
ど
積
極
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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沖縄県内のバス・タクシー・モノレール利用者数の推移（万人）

公
共
交
通（
陸
上
交
通
）

沖縄県内の自動車保有台数とバス・タクシー・モノレール総利用者数の推移（万台/万人）

タクシー

モノレール バスターミナル（旧） バスターミナル（新）
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沖
縄
本
島
〜
離
島
、ま
た
は

離
島
相
互
間
を
結
ぶ
離
島
航
路

は
、復
帰
前
の
昭
和
46
年
は
旅

客
輸
送
人
員
数
が
約
93
万
人

で
し
た
が
、徐
々
に
増
加
し
、近

年
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

極
端
な
減
少
が
あ
っ
た
令
和
2

年
度
を
除
き
4
百
万
人
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

観
光
需
要
の
多
い
一
部
の
航
路

を
除
い
て
は
、運
送
需
要
が
低

迷
傾
向
に
あ
り
、赤
字
経
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
助
成
策
と
し
て
、一
定
の
要

件
を
備
え
た
赤
字
航
路
に
つ
い

て
は
、国
庫
等
か
ら
補
助
金
を

交
付
し
、
令
和
４
年
３
月
現

在
、
16
事
業
者
が
補
助
を
受
け

な
が
ら
運
航
を
継
続
し
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、船
舶
及
び
旅
客
施

設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
確

実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、令
和

３
年
３
月
末
現
在
、
17
事
業
者

18
航
路
32
隻
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
準
適
合
船
舶
と
し
て
就
航

し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通（
海
上
交
通
）

4,500,000

4,000,000

3,500,000

3,000,000

2,500,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

（単位＝人）

929,116

1,796,627
2,049,294

3,592,484
3,844,211

4,011,5564,046,663
3,738,111 3,741,185

1,794,234

復帰前（S46）S57 H4 H14 H24 H29H28 H30 R1 R2

旅客輸送実績（離島航路）

【現在、久米島航路に就航している「フェリー海邦」（1,196トン）】

【復帰時に久米島航路に就航していた　
「第一久美丸」（171トン）】▶
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